
行
う
㈱
大

亀
製
作
所

で
は
、
そ

の
た
び
に

機
械
を
止

め
、
重
さ

約
70
キ
ロ

グ
ラ
ム
の

鋳
型
を
交

換
す
る
と
い
う
作
業
を
、
１
日
に

50
回
以
上
も
人
力
で
繰
り
返
し
て

い
た
。

　

そ
こ
で
、
鋳
型
の
収
納
庫
と
改

良
を
加
え
た
造
型
機
と
を
組
み
合

わ
せ
、
新
た
な
シ
ス
テ
ム
を
設

計
・
開
発
し
て
、
鋳
型
の
交
換
か

ら
造
型
ま
で
を
自
動
化
さ
せ
た
こ

と
に
よ
り
、
省
人
化
・
作
業
の
効

率
化
や
製
品
の
不
良
率
低
減
が
図

ら
れ
、
低
コ
ス
ト
で
の
多
品
種
少

量
生
産
を
実
現
さ
せ
た
。

■
四
国
経
済
産
業
局
長
賞

　
　
　
　
　
（
青
少
年
支
援
部
門
）

㈲
タ
カ
ヨ
シ
工
業
所

○
受
賞
件
名

　

普
通
旋
盤
加
工
の
「
匠
」
に
よ

る
高
校
生
へ
の
も
の
づ
く
り
伝
授

○
受
賞
内
容

　

新
居
浜
工
業
高
等
専
門
学
校
や

東
予
高
校
な
ど
の
教
育
現
場
で
、

産
官
学
連
携
に
よ
る
旋
盤
加
工
技

術
の
伝
授
な
ど
、
次
世
代
の
も
の

づ
く
り
を

担
う
若
年

人
材
の
育

成
に
積
極

的
に
取
り

組
ん
で
お

り
、
西
条

市
が
推
進

し
て
い
る

「
三
次
元
動
作
解
析
シ
ス
テ
ム

を
用
い
た
技
能
伝
承
（
暗
黙
知
の

可
視
化
）
事
業
」
で
は
、
旋
盤
加

工
の
「
匠
」
と
称
さ
れ
る
㈲
タ
カ

ヨ
シ
工
業
所
の
曽
我
部
誉
男
会
長

の
旋
盤
技
術
の
動
作
解
析
を
行
い
、

そ
の
結
果
を
京
都
工
芸
繊
維
大
学

や
新
居
浜
工
業
高
等
専
門
学
校
・

大
阪
産
業
大
学
が
学
術
的
視
点
か

ら
考
察
・
評
価
し
て
、
言
葉
で
は

表
現
で
き
な
い
経
験
や
勘
に
基
づ

く
技
術
を
可
視
化
す
る
こ
と
で
、

教
育
現
場
や
製
造
・
生
産
現
場
で

の
技
能
伝
承
が
期
待
さ
れ
る
。

　　

サ
イ
ク
ス
で
は
、
も
の
づ
く
り

の
現
場
を
活
性
化
さ
せ
、
地
域
の

製
造
業
の
さ
ら
な
る
発
展
に
寄
与

す
る
よ
う
、
今
後
も
多
方
面
か
ら

の
サ
ポ
ー
ト
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

経
済
産
業
省
や
文
部
科
学
省
な

ど
４
省
が
連
携
し
て
平
成
17
年
に

創
設
し
た
「
も
の
づ
く
り
日
本
大

賞
」。
こ
れ
は
、
製
造
・
生
産
現

場
の
中
核
を
担
う
中
堅
人
材
や
、

伝
統
的
・
文
化
的
な
「
技
」
を
支

え
て
き
た
熟
練
人
材
、
さ
ら
に
今

後
を
担
う
若
手
人
材
な
ど
、「
も

の
づ
く
り
」
に
携
わ
る
各
世
代
の

う
ち
、
特
に
優
秀
と
認
め
ら
れ
る

個
人
や
グ
ル
ー
プ
を
表
彰
す
る
こ

と
で
、
我
が
国
の
産
業
や
文
化
の

発
展
を
支
え
、
豊
か
な
国
民
生
活

の
形
成
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
た

「
も
の
づ
く
り
」
を
着
実
に
継

承
し
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
く

こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
ほ
ど
発
表
さ
れ
た
「
第
４

回
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
」
に
お

い
て
、
グ
ル
ー
プ
・
サ
イ
ク
ス
（

Ｇ
―
Ｓ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
）
会
員
企
業
で
あ

る
㈱
谷
口
金
属
熱
処
理
工
業
所
な

ど
市
内
４
企
業
９
名
の
、「
も
の

づ
く
り
」
技
術
や
取
り
組
み
が
認

め
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
優
秀
賞
・
四

国
経
済
産
業
局
長
賞
受
賞
を
果
た

し
ま
し
た
。

主
流
で
あ
っ
た
が
、
作
業
環
境
や

熱
効
率
・
産
業
廃
棄
物
な
ど
が
問

題
と
な
っ
て
い
た
。

　

そ
こ
で
、
窒
素
な
ど
不
活
性
ガ

ス
の
冷
却
制
御
技
術
を
確
立
さ
せ
、

こ
の
不
活
性
ガ
ス
を
用
い
て
加
熱

し
た
金
属
を
段
階
的
に
冷
却
す
る

技
術
と
、
そ
の
装
置
「
ホ
ッ
ト
ガ

ス
炉
」
を
開
発
す
る
こ
と
に
よ
り
、

環
境
に
配
慮
し
た
歪
み
や
変
形
の

少
な
い
高
精
度
の
金
属
熱
処
理
を

実
現
さ
せ
た
。

■
四
国
経
済
産
業
局
長
賞

　
（
製
造
・
生
産
プ
ロ
セ
ス
部
門
）

㈱
大
亀
製
作
所

　

大
亀
明
人
・
森
岡
祥
司
・
吉
田

　
千
里
・
松
本
広
幸
・
加
藤
直
之

大
銑
産
業
㈱
　
松
尾
吉
高

○
受
賞
件
名

　

自
動
車
・
産
業
機
械
用
小
ロ
ッ

ト
鋳
造
品
の
高
品
質
・
高
効
率
型

生
産
シ
ス
テ
ム
の
設
計
・
開
発
と

実
用
化

○
受
賞
内
容

　

鋳
造
と
は
、
金
属
を
熱
し
液
体

に
し
た
も
の
を
型
に
流
し
込
み
、

冷
や
し
固
め
て
目
的
の
形
状
に
加

工
す
る
技
術
で
、
そ
の
型
に
用
い

る
砂
を
圧
縮
し
た
砂
型
の
造
型
作

業
で
は
、
製
造
す
る
製
品
ご
と
に

基
と
な
る
鋳
型
を
取
り
替
え
る
必

要
が
あ
る
。
多
品
種
少
量
生
産
を

　

今
回
の
大
賞
に
お
い
て
、
も
の

づ
く
り
人
材
の
先
導
者
と
認
め
ら

れ
た
当
市
関
係
の
皆
さ
ん
を
ご
紹

介
し
ま
す
。　
（
以
下
、
敬
称
略
）

■
優
秀
賞（
製
品
・
技
術
開
発
部
門
）

㈱
谷
口
金
属
熱
処
理
工
業
所

　

樽
島
吉
鷹
・
浜
辺
晃
弘
・
高
田

　
祐
介

○
受
賞
件
名

　

ホ
ッ
ト
ガ
ス
を
利
用
し
た
歪
み

・
変
形
の
少
な
い
熱
処
理
技
術
お

よ
び
熱
処
理
装
置
の
開
発

○
受
賞
内
容

　

金
属
を
加
熱
し
冷
却
す
る
こ
と

で
、
金
属
の
持
つ
強
度
や
伸
び
な

ど
の
性
質
を
変
化
さ
せ
る
熱
処
理

技
術
。
精
密
金
属
加
工
品
等
の
熱

処
理
で
は
、

こ
れ
ま
で

加
熱
し
た

金
属
を
塩

化
バ
リ
ウ

ム
や
硝
酸

塩
で
冷
却

す
る
「
塩

浴
炉
」
が
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世
界
の
明
日
を
つ
く
る　

日
本
の
も
の
づ
く
り

も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
で
輝
く
西
条
の
人
材

樽
島
吉
鷹
氏
（
写
真
右
）

　
　
　
　
　

と
高
田
祐
介
氏

旋
盤
加
工
の
「
匠
」

　
　
　
　
　

曽
我
部
誉
男
氏

森
岡
祥
司
氏
（
写
真
左
）

　
　
　
　
　

と
吉
田
千
里
氏
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